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（２）上位計画 
1）第四次宇部市総合計画（H22.3 策定）  

【コンセプト】 
○“元気”を合⾔葉に、誰もが住みたい、住み続けたいと思えるまちづくり 

【まちづくりの基本理念】 
○「共存同栄・協同⼀致」、「⼈間が尊重される都市づくり」 

【求める都市像】 
○みんなで築く 活⼒と交流による元気都市 
 〜地域資源を共有し、みんなの元気を発信する協働のまちをめざして〜 

【安⼼・安全で、快適に暮らせるまちづくりへの取り組み】 
○⽴地適正化事業 
○宇部駅周辺地区整備事業 
○市営住宅整備事業 
○道路整備・安全対策事業 
○ユニバーサルデザイン・バリアフリー推進事業 

 
2）宇部市都市計画マスタープラン（H28.3 改定）  

【都市づくりの⽬標】 
①都市空間の再編で活⼒を⾼め

る都市づくり 
②安⼼できる暮らしをみんなで築く

都市づくり 
・⽅針 1 コミュニティの豊かな暮

らしの場をつくる（居住誘導） 
・⽅針 2 歩いて暮らせるまちを 

つくる（歩⾏者・⾃転⾞） 
・⽅針 3 災害に強いまちをつくる

（防災・減災） 
③宇部らしい環境を交流につなげ

る都市づくり 
④多様な機能が便利につながる 

都市づくり 
 
【歩いて暮らせるまちをつくる取り組み】 

○全ての⼈にやさしい歩⾏環境の
整備 

○公共公益施設のバリアフリー化 
 
 

 
 
 
 
   

凡 例
都市拠点

地域拠点

主要な道路

ＪＲ
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（３）関連計画 
1）宇部市⽴地適正化計画（H31.3 策定）  

【実施⽅針】 
○にぎわい・安⼼・利便性の⾼い⽣活の実現 

〜多極ネットワーク型コンパクトシティ×地域⽀え合い包括ケアシステム〜 
【まちづくり⽅針】 

①既存のポテンシャルを活かし、多様な世代がにぎわう魅⼒的な都市拠点づくり 
②公共交通と⽣活利便性を活かし、歩いて暮らせる居住区域づくり 
③地域⽀え合い包括ケアシステムを強化し、安⼼した暮らしにつながる地域づくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2）宇部市中⼼市街地活性化基本計画（R2.3 策定予定）  

【活性化の⽅針】 
 ○多世代がにぎわう 安⼼・快適・利便性の⾼いまちづくり 

 〜まちなかスマートシティの実現〜 
【活性化の⽬標】 

⽬標① 利便性の⾼い公共交通や都市機能の充実と、市⺠の⽇常⽣活に必要な商業施設等   
の維持、誘導を図るとともに、⼦育て世代や⾼齢者をはじめとした誰もが住みたくなるまち
を⽬指す 

⽬標② ５Gなどの先端技術の活⽤により、Society5.0時代に対応した環境づくりを進め、起業・  
創業や新規出店を促す取り組みを充実するとともに、商業サービスの質の向上などを  
図り、商業・業務の活性化を⽬指す 

⽬標③ 中⼼市街地へ⼈を呼び込む⼦育て⽀援施設などの集客施設の整備に取り組むとともに、  
イベント等の実施によりにぎわい創出を図り、来街者の回遊性の向上と交流⼈⼝の増加
を⽬指す 
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3）宇部市にぎわいエコまち計画（H27.3 策定）  
■将来像：みんなでつくる にぎわいエコまち宇部

取り組み1 都市機能の集約化     （基本⽅針）多様な機能が集まった、歩いて暮らせるまちづくり 
取り組み2 公共交通の利⽤促進（基本⽅針）公共交通など、便利でエコな移動ができるまちづくり 
取り組み3 建築物の省エネ化、エネルギーの効率的利⽤ 

 （基本⽅針）地球にやさしく、賢くエネルギーを利⽤できるまちづくり
取り組み4 みどりの保全・創出  （基本⽅針）緑・花・彫刻など、うるおいが感じられるまちづくり  

 
4）宇部市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略（H27.10 策定）  

【基本⽬標】 
1 安定した雇⽤を創出する 
2 新しい⼈の流れをつくる 
3 若い世代の結婚・出産・⼦育ての希望をかなえる 
4 地域資源を活⽤した多様な地域社会の形成を⽬指す 
5 「にぎわいエコまち計画」に基づく都市基盤の整備 

 
5）ガーデンシティうべ構想（H30.11 策定）  

【基本理念】 
花と緑にあふれ 
市⺠が輝き誇りを持ち 
⼈々の暮らしを豊かにする 
持続可能なまちづくりを⽬指す 

【テーマ】 
■まちを育てる 
■ひとを育てる 
■花を育てる 

【取り組み】 
〇中⼼市街地 重点地区として緑と花があふれ彫刻と調和した魅⼒ある空間づくり 
〇市役所周辺 まちの拠点として緑や花と彫刻が調和した空間づくり 
〇宇部駅周辺 まちの拠点として緑と花と彫刻のまちの印象を与える空間づくり 
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6）宇部市地域公共交通網形成計画（H28.3 策定）  
【計画の将来像】 

元 気 で 安 ⼼ な 暮 ら し を ⽀ え 、 
「使いやすく、持続可能な地域
公共交通網」を形成します。 

【計画の基本的な⽅針】 
①便利で「使える」地域公共交通

網の形成 
②関係者の連携による地域公共

交通の維持 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
7）第四次宇部市障害者福祉計画（H30.3 策定）  

【基本理念】 
障害のあるなしにかかわらず、互いの個性を認め合い、いきいきと安⼼して暮らせる地域共⽣のまちづくり 

【基本⽬標】 
①互いを理解し、共⽣するまちづくり（ユニバーサルデザインのまちづくり） 
②ともに学び育つ 
③ともに⾃⽴し安⼼して暮らす 
④ともに働き、楽しむ 

【ユニバーサルデザイン推進の取り組み】 
・⼼のバリアフリーの推進 
・情報バリアフリーの推進 
・環境のバリアフリーの推進 

 
8）第 7 期宇部市⾼齢者福祉計画（H30.3 策定）  

【基本理念】 
健康づくりに取り組み ⾼齢者が地域で活躍できる 地域共⽣のまちづくり 

【基本⽬標】 
基本理念を核に、⾼齢者施策の基本⽬標を 4 つの柱にします。 

「健やか」 「⽣きがい」 「尊厳」 「安⼼」 

  



 

 
 

マスタープ
なお、移

及び評価を

■計
 
 
 
 

 

4）計画
プランの期間

移動等円滑化
を⾏うよう努め

計画期間：5

画期間 
間は、下記の
化促進地区
めるとともに、

5 年間（令和

 

のおおむね 5
区における移
、必要がある

和 2 年度〜6

10 

年間とします
移動等円滑化
ると認めるとき

6 年度） 

す。 
化に関する措
きは、移動等

措置の実施
等円滑化促

施の状況につ
促進⽅針を変

ついての調査
変更します。

査
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第 2 章 移動等円滑化促進地区の概況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



 

 
 

本市は
豊かな⾃

交通環
市の中央
位置にあ

また、環
 
① ⼈⼝の

・将来⼈
⼈⼝規

・⾼齢者
超えてい

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
資料）「

 
 
 
 
 
 
 
 

１）宇部
は、本州⻄端

⾃然環境に恵
環境において
央部を横断
あるなど、陸海
環境保全や

の状況 
⼈⼝は全国的
規模となる⾒込
者数のピーク
います。 

「宇部市⼈⼝ビ

部市の概
端の⼭⼝県
恵まれた住み
ては、鉄道が

断、海浜部に
海空それぞれ
や都市緑化、

的な動向と
込みです。 
はＲ2年とな

▼ 将

ビジョン」（H27.

 

65 歳以上
のピーク

概況
県の南⻄部に
みよいまちです
が⼭陽本線及
には重要港湾
れの交通環境
、彫刻のまち

と同じく、少⼦

なっており、そ

将来展望⼈⼝

10） 

上 
ク 

75
の

13 

に位置し、気
す。 
及び宇部線
湾である宇
境が整ってい

ちづくりなど魅

⼦⾼齢化が

その後、減少

⼝における年齢

5 歳以上
のピーク 

気候は温暖で

線が東⻄に⾛
部港があり
います。 

魅⼒ある都市

が進み、Ｒ4

少傾向にあ

齢階層別⼈⼝

で⾬も⽐較的

⾛り、⾼速道
、⼭⼝宇部

市空間の創出

42年では現

りますが⾼齢

⼝の推移 

的少なく、海

道路は⼭陽⾃
部空港も市街

出にも取り組

現在の３分の

齢者割合は

海や⼭などの

⾃動⾞道が
街地に近い

組んでいます

の２程度の

は常に3割を

約 4

の

が
い  

。 

の  

を 

4 万⼈減 



 

②⼈⼝分
・⼈⼝は
⼈⼝分

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料）Ｈ
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

分布 
は市南部地域
分布になると予

       
▼ 宇

27 国勢調査

域、とくに鉄
予想されてい

     
宇部市の⼈⼝

査より  

鉄道沿線の地
います。 

分布（Ｈ27

14 

地域に集中

7） 

資

中しています

▼ 宇

資料）国⽴社

が、将来的

宇部市の⼈⼝

社会保障・⼈⼝

的には低密度

⼝分布（R3

⼝問題研究所

度分散型の

2） 

所推計値より 

の  



 

③通勤・通
・通勤・通
や⼭⼝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④障害者

・Ｈ31 年
です。 

・⾝体障
・療育⼿
・精神障
全体の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

通学 
通学⼈⼝約
市との結びつ

者⼿帳所持
年 4 ⽉ 1 ⽇

障害者⼿帳所
⼿帳所持者数
障害者保健福

約５割を占

資料

資料

▲

約 8.6 万⼈の
つきが強くな

持者の状況
⽇現在の障害

所持者数は
数は年々増
福祉⼿帳所

占めています。

料）宇部市資料

料）Ｈ27 国勢

▲ 宇部市で従

のうち、約 1
なっています。

況 
害者⼿帳所

は減少傾向に
加傾向にあ

所持者数は年
。 

料より  
▲ 宇部市

勢調査より    

従業・通学す

15 

1.7 万⼈が宇
 

所持者数は 9

にありますが、
あり、特に、軽
年々増加傾

市障害者⼿帳

         

する⽅の通勤

宇部市外に

9,963 ⼈で

、内部障害
軽度および中
傾向にあり、障

帳所持者数

  （単位：⼈

・通学流動

に在住しており

あり、最近 5

については微
中度の⼈の伸
障害の等級

⼈） 

（Ｈ27）

り、特に⼭陽

5 年間では横

微増していま
伸び率が⾼く

級別では２級

陽⼩野⽥市

横ばい状態

ます。 
くなっています
級が最も多く

市

態

す。 
く、



 

⑤主要施
・主要施

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

施設 
施設は、市南

資料）国⼟交

南部の⽤途地

交通省国⼟数値

地域内に広く

値情報より  
▲ 宇部市

16 

く分布してい

市における主要

います。 

要施設分布



 

⑥鉄道の
・本市には
・JR宇部
す。JR⼩
時、その

・市内の
が多くな

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料）宇

 
 

 

の利⽤状況
は、JR宇部線

部線は、通勤
⼩野⽥線は
の他の時間で
JR駅の中で

なっています。

宇部市統計書よ

況 
線・JR⼩野⽥
勤・通学等の
は、上り下り各
では 1〜2 本
では、宇部駅
。 

より  

 

⽥線・JR⼭陽
のピーク時に2
各 10 本/⽇
本/時で運⾏
駅の利⽤者数

▲ JR 駅

17 

陽本線の鉄道
2〜3本/時
⽇で運⾏され
⾏されています
数が最も多

駅別利⽤客数

道網が整備され
時、その他の時
れており、JR
す。 
く、続いて、

数（年度）

れています。 
時間では1本
R⼭陽本線は

宇部新川駅

本/時で運⾏
はピーク時に

駅、琴芝駅の

（単位

⾏されていま
に 3〜4 本/

の利⽤客数

：千⼈） 

地理院地図

ま
/

数
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⑦路線バスの利⽤状況 
・市内には、宇部市交通局と船⽊鉄道株式会社、サンデン交通株式会社の路線バスが⾛っています。 
・バス路線沿線の地区では、広く路線バスが利⽤されていますが、利⽤者数は減少傾向にあります。 
・全利⽤者のうち⾼齢者の割合は約４割と⾼く、障害者の割合は約１割程度となっています。 
・利⽤者の多いバス停としては、「宇部新川駅周辺」、「常盤町周辺」、「フジグラン宇部」、「宇部駅
周辺」があげられます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料）平成 30 年度 路線バス乗降客実態調査より（宇部市交通局） 
▲ 路線バス乗⾞⼈数（全利⽤者） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料）平成 30 年度 路線バス乗降客実態調査より（宇部市交通局） 
▲ 路線バス乗⾞⼈数（⾼齢者･障害者） 

（単位：⼈） 

（単位：⼈） 

宇部新川駅

宇部中央 
常盤町⼀丁⽬ 
常盤町⼆丁⽬

フジグラン宇部

宇部駅 

宇部新川駅 
宇部中央 

常盤町⼀丁⽬ 
常盤町⼆丁⽬ 

フジグラン宇部



 

 
 

バリアフリ
確保した⾯
しています。

そのため
ランや宇部
の整合性を

 
平成28

施設等が⽴
都市拠点と
医療、福祉

 
平成28

向上させる
しています。

 
平成31

機能誘導区
機能の維持

 
また、国

 
①⽣
②⽣
③バ
④移

道
 
 
以上のこ
 
 
 
 
 

 

２）移動
リー化マスター

⾯的・⼀体的
。 
、本プランの

部市⽴地適正
を図る必要が

8年3⽉に改
⽴地し、本市
としています

祉）を提供す

8年3⽉に策
るため、宇部
。 

年3⽉に策
区域、地域
持を図る居住

の移動等円

⽣活関連施
⽣活関連施
バリアフリー化
移動等円滑
道路等によっ

ことを踏まえて

動等円滑
ープランは、個

的なバリアフリ

の促進地区の
正化計画、
があります。 

改定された「宇
市における中
。また、都市
する地域とし

策定された「宇
新川駅、宇

策定された「宇
域拠点である
住誘導区域

円滑化促進⽅

設があり、か
設及び⽣活

化を促進する
滑化促進地区
って明確に表

て、「移動等

 

滑化促進
個々の施設

リー化を図り、

の設定にあた
宇部市地域

宇部市都市
中⼼的役割を
市拠点と互い
して、宇部駅

宇部市地域
宇部駅、⼭⼝

宇部市⽴地
る宇部駅周

域としています

⽅針では、促

かつそれらの間
活関連経路に
ることが、総合
区の境界が、

表⽰して定め

等円滑化促進

進地区の設

19 

設のバリアフリ
、誰もが安⼼

たっては、これ
域公共交通

市計画マスタ
を担う「まち
いに補完しな

駅周辺、⿊⽯

域公共交通網
⼝宇部空港

地適正化計画
辺、⿊⽯、

す。 

促進地区の

間の移動が通
についてバリ

合的な都市機
、町界、字界

められる地区

進地区」を次

設定
リー化だけで
⼼して、快適

れまでに策定
通網形成計画

タープラン」で
の顔」として
ながら、市⺠

⽯、岬、⻄岐

網形成計画
港、宇部興産

画」では、都
岬、⻄岐波

要件として以

通常徒歩で
アフリー化の
機能の増進
界、道路、河

次のとおり設定

なく、建築物
適に暮らせる

定された宇部
画などの、ま

では、⾏政機
市役所周辺

⺠に対して多
岐波を地域拠

画」では地域
産中央病院を

都市拠点であ
波を重点的に

以下の 4 つが

で⾏われる地
の促進が特に
進を図る上で有
河川、鉄道等

定しました。

物や道路等
まちづくりの実

部市都市計画
まちづくりに関

機関、医療施
辺を含む中⼼

多様なサービ
拠点としてい

域公共交通の
を乗継拠点

ある中⼼市街
に居住を誘

が⽰されてい

地区 
に必要な地区
有効かつ適
等の施設、

 

の連続性を
実現を⽬指

画マスタープ
関する計画と

施設、旅客
⼼市街地を

ビス（商業、
ます。 

の利便性を
点（ハブ）と

街地を都市
誘導し、都市

います。 

区 
適切な地区

都市計画

を
指

プ
と

客  
を

を
と

市
市 



 

地区[1] 
・市役所
現在及
宇部市
として位

・地区内
拠点」と
す。 

・市役所
地区」に

 
地区[2] 

・宇部駅
が多い宇
継ぎ拠

・宇部駅
⼈以上
います。

・⼈⼝集
マスター

・地域の⼈
に設定

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地

市役所周
所周辺地区は
及び将来にお
市⽴地適正化
位置付けられ
内の宇部新川
として位置づ

所周辺地区を
に設定します

宇部駅周
駅周辺地区は
宇部駅は、
点」として位

駅は本市の⻄
上の乗降客の

今後、宇部
集積も⾼く、周
ープラン及び宇
⼈々、地域
します。 

地区[2] 宇部駅周

地区

周辺地区
は、本市の都
おいても市⺠
化計画におい

れており、バリ
川駅は、宇

づけられており

を、多くの⼈
す。 

周辺地区
は、鉄道と路
宇部市地域

位置付けられ
⻄の⽞関⼝と
のある駅とし
部駅を含めた
周辺には⾏政
宇部市⽴地適

域を訪れる⼈々

周辺地区 

区[1] 市役所周辺

（市の中⼼
都市中枢機
⺠⽣活の中⼼
いても「都市
アフリー化の
部市地域公
り、市内外か

々が訪れ周

（旅客施設
路線バスとの交
域公共交通

れています。
として、市⺠
して、現在、
た周辺地区の
政・医療・福
適正化計画
々にとって安

▲移動等

辺地区 
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⼼部）  
機能が集積し
⼼的な機能

市機能を有す
の取り組みを
公共交通網
からの来訪者

周遊するにぎ

設を中⼼と
交通結節点

通網形成計画

⺠や市外からの
エレベーター
のバリアフリー

福祉・商業施設
画においても「
安⼼して移動

円滑化促進地

      
し、⼈⼝集積
能を担い、宇
する拠点」、
促進する必

網形成計画
者の移動を⽀

ぎわいの拠点

とした⽣活
点であり、JR
画において「

の来街者も
ーの新設など
ー化の取り組
設等が⽴地
「地域拠点」
できる地区と

地区の設定

      
積も⾼い拠点
宇部市都市計

「中⼼市街
必要があります

において「主
⽀える重要な

点地区として、

拠点）  
R 利⽤者数
主要幹線と

多く、JR ⻄
ど、バリアフリ

組みを促進す
地していること

として位置付
として、「移動

      
点地区です。
計画マスター

街地活性化の
す。 
主要幹線上
な交通拠点

、「移動等円

     
数・路線バスの
と幹線とを接

⻄⽇本では、
リー化の⼯事
する必要があ
とから、宇部市
付けられてい
動等円滑化

     
 

ープラン及び
の対象エリア

上の乗り継ぎ
点となっていま

円滑化促進

      
の乗降客数

接続する乗り

⼀⽇ 3,00
事が⾏われて
あります。 
市都市計画
ます。 

化促進地区」

 

      

び 
ア」

ぎ 
ま

進

      
数
り

00
て  

画
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第 3 章 移動等円滑化の基本的な考え⽅ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



 

 
 

第四次
定め、安
の視点に

このよ
両⾯から
8⽉には先

また、平
同栄・協
その取り組
アフリーの

バリアフ
や障害者
重要です

本市で
し⽀え合

 
 
 
 

 
基本的

以下のよ
 

 基本

誰
 

 

 基本

①

②
 

 

１）基本

２）基

次宇部市総
安⼼・安全で
に⽴ったまちづ

うな中、平
らの取り組み
先導的、先

平成30年6
協同⼀致」
組みの⼀つ

の推進を掲げ

フリーのまちづ
者等の困難
す。 

では、⾼齢者
合いながら地域

的な考え⽅に
ように定めます

本理念  

誰もが安全

本⽬標  

①誰もが安

②誰もがバ

本的な考

基本理念

総合計画で
、快適に暮
づくりを進めて

成29年12
みが評価され
先進的な取り

6⽉に「ＳＤ
のまちをめ
として、ユニバ

げています。 

づくりの推進
難を⾃らの問題

者・障害者を
域で活動で

に基づき、本
す。 

全・快適に

安全・快適に

バリアフリー化

考え⽅ 

念 

は、求める都
らせるまちづ
ています。 

2⽉には本市
れ、全国で初
り組みを⾏う

ＤＧｓ未来都
めざし、ＳＤ
バーサルデザ

進には、建物
題として考え

をはじめとした
きる、にぎわ

本市における

に暮らせる

に移動でき

化に取り組
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都市像を「み
づくりを⽬指し

市が共⽣社
初めて「共⽣
「先導的共

都市」に選定
ＤＧｓの推
ザインのまちづ

や公共交通
え、やさしさと

た誰もが安全
わいのあるまち

るバリアフリー化

る共⽣とに

きる暮らしや

組む共⽣の

みんなで築く
し、施設のバ

社会の実現に
⽣社会ホスト

⽣社会ホス

定され、魅⼒
推進に積極
づくり、⽂化や

通施設等のバ
と思いやりを

全で快適に移
ちづくりを⽬指

化推進にあ

にぎわいの

やすいまちの

まちの実現

く 活⼒と交
バリアフリー化

に向けて進め
トタウン」として
ストタウン」とし

⼒、活⼒、「⼈
的に取り組
やアート、ス

バリアフリー整
を持って接す

移動すること
指します。 

あたっての基本

のあるまち

の実現 

現 

交流による元
化やユニバーサ

めてきた、ハ
て登録され、
しても認定さ

⼈財」にあふ
組むこととし
スポーツを通じ

整備はもとよ
する「⼼のバリ

とができ、お

本理念、基本

ちづくり 

元気都市」と
サルデザイン

ハード・ソフト
、令和元年

されました。

ふれた「共存
しています。
じた⼼のバリ

より、⾼齢者
リアフリー」が

互いを理解

本⽬標を 

と 
ン

ト  
年 

存
      

リ

者
が 

解

 



 

 

 
基本理

定め、バ
 
 
 基

・⾼
バ
施

 
 基

・地
進
推

 
 基

・市
す

 
 基

・市
進

 
 基

・⾼
整

 

 

３）基本

理念に基づき
バリアフリーの取

基本⽅針１

⾼齢者や障
バリアフリー化
施設相互の

基本⽅針２

地域の状況
進めるととも
推進します。

基本⽅針３

市⺠⼀⼈ひ
するために、

基本⽅針４

市⺠・事業
進めていきま

基本⽅針５

⾼齢者や障
整備します。

本⽅針 

き、本市のバ
取り組みを展

１．建物や

障害者だけで
化を推進する
のネットワーク

２．段階的

況を踏まえ、
もに、中⻑期
。 

３．市⺠⼀

ひとりが、お互
⼼のバリアフ

４．市⺠、

者・⾏政それ
ます。 

５．情報の

障害者、外国
。 

 

バリアフリー化
展開します。

や公共交通

でなく、常に多
るとともに、旅

クを確保し、⾯

的、持続的

ハード・ソフ
期的な視点に

⼀⼈ひとり

互いの個性を
フリーを推進

、事業者、

れぞれができ

のバリアフリ

国⼈が必要

24 

化に対する課
 

通施設等の

多くの⼈々が
旅客施設か
⾯的・⼀体的

的なバリアフ

ト施策を柔
に⽴ち、「スパ

がお互いを

を認め合い、
します。 

⾏政の協

きるバリアフリ

リー化の推

要な情報を受

課題を解消す

のバリアフリ

が利⽤する旅
ら⽣活関連
的なバリアフ

フリー化の推

柔軟に取り⼊
パイラルアップ

を理解し⽀

、安⼼してい

協働によるバ

リー化の取り

進 

受け取ること

するため、以下

リー化の推

旅客施設や⽣
連施設への動

リー化を推進

推進 

⼊れながら段
プ」による持続

⽀え合う、⼼

いきいきと暮ら

バリアフリー

組みを、それ

とができ、容易

下の5つの基

推進 

⽣活関連施
動線や主要な
進します。 

階的にバリア
続的なバリア

⼼のバリアフ

らせる共⽣社

ー化の取り組

れぞれが主体

易に発信で

基本⽅針を

施設における
な⽣活関連

アフリー化を
アフリー化を

フリーの推進

社会を実現

組み 

体的となって

できる環境を

を

る
連

を 
を

進 

現

て

を 
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第 4 章 移動等円滑化促進地区の区域 
及び⽣活関連施設、⽣活関連経路 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  



 

 
 

移動等円
地区（都市

また、地
および「居住
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

地区

地区

 

１）移動

まちなか
（中⼼市街

円滑化促進
市拠点として

地区の範囲は
住誘導区域

▲参考：宇

位置 

区 1 市役所周

区 2 宇部駅周

地区[2] 宇部

動等円滑

かエリア 
街地周辺） 

進地区の区域
ての「市役所
は、宇部市⽴

域（暮らしの重

宇部市⽴地

▼移
宇

に

周辺 

周辺 

 

地区[1] 宇部

部駅周辺

滑化促進
域は、前述の

所周辺地区」
⽴地適正化
重点エリア）

適正化計画

移動等円滑化
宇部市都市計

マスタープラ
における位置づ

都市拠点

地域拠点

部市役所周辺

進地区の区

暮らしの重
（宇部駅
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のとおり、宇
」及び地域拠

化計画におけ
」に準ずる

画における都市

化促進地区の
計画
ン 
づけ 

宇

点 

（暮

点 
暮

区域

重点エリア
駅周辺） 

暮らし

宇部市都市計
拠点としての
ける「都市機
ものとします

市機能誘導区

の位置及び区
宇部市⽴地適

における位

都市機能誘
（まちなかエ
居住誘導

暮らしのおすす

居住誘導
暮らしの重点

暮らしのおすす

しのおすすめエリ

計画マスター
の「宇部駅周
機能誘導区域

。 

区域及び居住

区域 
適正化計画 

置づけ 

誘導区域 
エリア） 

導区域 
すめエリア） 

導区域 
点エリア 
すめエリア 

ア

ープランにおけ
周辺地区」）

域（まちな

住誘導区域 

⾯積

約 152

約 072

ける 2 つの
とします。
かエリア）」

積 

ha 

ha 

の 

 



 

 

（１）⽣
 【⽣活関

⾼齢
などを⽣
考え⽅

 

【設定

① 

② 

 
 
 

（２）⽣
 【⽣活関

⽣活
⾻格と

 

 【設定の

① 

② 

 
 
※マスタープ

施⼯する
 

 
 
 
 

２）⽣活
⽣活関連施
関連施設と

齢者や障害
⽣活関連施

⽅は、以下の

定の⽅針】 

 旅客施設
な施設 
 ⾼齢者、障

⽣活関連経
関連経路と

活関連経路
となる経路で

の⽅針】 

沿道に官公
⽣活関連施

プランの区域
る場合は、着

活関連施
施設の設定
は】 

害者を含む多
施設として設
の通りです。 

設、官公庁、

障害者を含

経路の設定
は】 

路は、旅客施
です。 

公庁や⾦融機
施設相互を結

域内において
着⼿する 30

施設、⽣活
定 

多くの⼈が、⽇
設定します。移

⾦融機関、

め多くの⼈が

定 

施設からの動

機関、⽂化施
結ぶ経路で⽐

て、⽣活関連
⽇前までに

活関連経

28 

⽇常⽣活や
移動等円滑

⽂化施設

が利⽤する施

動線だけでな

施設、商業
⽐較的⾃動

連経路である
に市町村に届

経路の設定

や社会⽣活で
滑化促進地

、商業施設

施設 

く、前段で⽰

業施設、公園
動⾞等や歩⾏

る道路等の改
届出する必要

定

で利⽤する公
地区における

設、公園や路

⽰した⽣活関

園などが⽴地
⾏者の交通

改良で、旅客
要があります

公共施設や
⽣活関連施

路外駐⾞場

関連施設を相

地する経路 
通量の多い経

客施設と接
。（P39 参

や福祉施設
施設設定の

など公共的

相互に結ぶ

経路 

接する部分を
参照） 

 

設 
の

ぶ

を



 

① 市役所
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

所周辺地区区 
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②宇部駅
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駅周辺地区区 

331 



 

 

移動等
る意⾒等
本市にお

また、
追加・⾒

※参考資
  
 
＜全市的な

①公共
 
1 

2 

3 

4 
 

②建築
 
1 
2 

3 
4 

 
③道路

 
1 
2 
3 
4 

 
 
 
 

３）移
等円滑化の
等を参考に、
おけるバリアフ
取り組み内

⾒直しを⾏い
資料 「5．まち

な取り組み＞
共交通関係 

多⽬的ト
含むハー
駅や停留
⽤誘導ブ
既存の点
者⽬線に
⾞内アナ

築物関係 

施設の出
室内の段
⾼齢者、
⾼齢者、
施設の案
外国⼈を

路関係 

歩道の段
⾞道外側
視覚障害
マンホール
した施⼯

移動等円滑
の促進に向け

市⺠・事業
フリー化を促進
内容について

ます。 
ち歩き点検及びワ

＞ 

トイレやエレベ
ド対策に加え

留所などの乗
ブロック等の設
点字表⽰やス
による利便性
ナウンスや⾞内

出⼊⼝の段差
段差の解消 

障害者等が
障害者等が

案内標識に
を案内する設

段差、勾配、
側線の設置や
害者⽤誘導
ルやグレーチ

⼯を実施 

滑化の促
け、バリアフリー
業者・⾏政が

進します。
ては、バリアフ

ワークショップの実

取
ベーターの設
え、職員の接

乗降所では、
設置 
スロープ・視

性向上を図る
内案内表⽰

取
差の解消 

が利⽤しやす
が⾒やすい位

に、点字、⾳
設備の設置

取
路⾯の凸凹
や改修など⾞

導ブロック等の
チングなどの

促進に関す

33 

ー化の現状
が協働しなが

フリー化の進

実施」 参照。

取り組み 
設置・その案内
接遇・研修を
必要と認め

視覚障害者⽤
る 

⽰の多⾔語化

取り組み 

すいトイレの設
位置に施設

⾳声、多⾔語

取り組み 
凹等を改善し
⾞道と歩道

の設置や改修
⼯作物につ

する取り組
状と課題、まち
がら、それぞれ

進捗状況をチ

内表⽰など、
を含めたソフト
められる箇所

⽤誘導ブロッ

化 

設置 
の案内標識
語表⽰など視

し、歩道の平
との分離を推

修の実施 
ついてはバリ

組み
ち歩き点検及
れができうる取

チェックし、必

既存の施設
ト対策を推進
に視覚障害

ック等は、利

識を表⽰ 
視覚障害者

平坦性を確保
推進 

アフリーに配

及びワークシ
取り組みを実

必要に応じ、

主な
設を
進 

公共交

害者

利⽤

主な
施設

者、 

主な
保 道路

配慮 

ショップ※におけ
実践することで

、その内容の

な実施主体
交通事業者

な実施主体
設管理者

な実施主体
路管理者

 

け
で、

の  

者
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④路外駐⾞場関係 
 取り組み 主な実施主体 
1 ⾞いす使⽤者⽤駐⾞施設の設置 施設管理者 
2 ⾞いす使⽤者が通過する際に⽀障とならない幅員や段差の解消 

 
⑤公園関係 

 取り組み 主な実施主体 
1 ⾞道に接する出⼊⼝は視覚障害者⽤誘導ブロック等を設置するなど

道路との境界を容易に識別できるように整備 
施設管理者 

（道路管理者）
2 ⾞いす使⽤者が通過する際に⽀障とならないよう園路の幅員の拡張

や段差の解消等 
施設管理者 

3 ⾼齢者、障害者、外国⼈等が利⽤しやすいトイレの設置とその案内
の多⾔語表⽰ 

 
⑥その他 

 取り組み 主な実施主体 
1 交差点、駅前広場その他の移動の⽅向を⽰す必要がある箇所には、

⾼齢者、障害者、外国⼈等が⾒やすい位置に必要な施設の案内 
標識を表⽰ 

施設管理者 
（道路管理者）

2 移動等円滑化のために必要な施設の案内標識には、点字や⾳声 
などにより視覚障害者を案内する設備とともに、多⾔語の標識を設置 

3 違法駐輪、違法駐⾞、歩道上の看板・植栽等について、移動阻害
をなくすための⽅策の推進 
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＜移動等円滑化促進地区における取り組み＞ 
 

① 市役所周辺 
 取り組み 主な実施主体 
1 市の⽞関⼝である宇部新川駅において交通結節点としての機能 

充実を図り、市内外からの公共交通によるアクセスの利便性を向上 
公共交通事業者

2 宇部新川駅の駅舎や駅前広場など⼀体的なバリアフリー化について 
検討 

公共交通事業者
（道路管理者）

3 ユニバーサルデザインに対応した新しい市役所庁舎の建設 宇部市 
4 宇部市バリアフリー化改修助成制度の助成率を引き上げ、⺠間施設

のバリアフリー化を促進 
5 都市公園のトイレを多⽬的トイレに改修する、また点字や多⾔語等

での案内表⽰の設置 
施設管理者 

6 公園や道路など歩⾏者空間の質的向上を図り、歩いて暮らせる居住
空間を整備 

施設管理者 
（道路管理者）

7 ⽼朽化した視覚障害者⽤誘導ブロック等の改修や歩道の補修等に
より路⾯上の段差や勾配を優先的に改善 

道路管理者 

 
 

②宇部駅周辺 
 取り組み 主な実施主体 
1 ⻄の交通拠点として、宇部駅の交通結節機能を充実 公共交通事業者
2 JR 宇部駅のバリアフリー化を図るため、エレベーター付き跨線橋等の

整備 
3 駐輪場の増設とともに、利⽤者のニーズに応じた駅前広場の⼀体的

な整備 
公共交通事業者

宇部市 
4 ⻄の⽞関⼝である宇部駅周辺において緑と花と彫刻のまちの印象を

与える空間づくりの創出 
宇部市 

5 宇部市バリアフリー化改修助成制度の助成率を引き上げ、⺠間施設
のバリアフリー化を促進 

6 段差や傾斜の解消など歩道の維持管理の実施 
歩道の補修等により路⾯上の段差や勾配を優先的に改善 

道路管理者 
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第 5 章 届出制度 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

  



 

 
 
 公共交通
境⽬等にお
ます。 
 市町村は
必要な措置
 この制度
ができます。
 
≪参考：⾼
 
 

１）届出

（⾏為の
第⼆⼗四
おいて、旅
促進に⽀
道路管理
種類、場
なければな
ない。 
2 前提の
ようとする
ところによ
3 市町村
化促進地
に対し、そ
を要請す
4 市町村
に通知す
5 主務⼤
者が正当
当該措置

通事業者⼜は
おいて改修等

は、届出のあ
置を要請でき
により、市町
。 

⾼齢者、障害

出制度の

の届出等） 
四条の六 移
旅客施設の

⽀障を及ぼす
理者は、当該
場所、設計⼜

ならない。た

の規定による
るときは、当該

り、その旨を
村は、前⼆項
地区における
その届出に係

することができ
村は、前項の

することができ
⼤⾂は、前項

当な理由がな
置を実施すべ

は道路管理
等を⾏う場合

あった⾏為がバ
きることとされ
町村は改修内

害者等の移動

 

の概要 

移動等円滑
の建設、道路
すおそれのある
該⾏為に着⼿
⼜は施⾏⽅法
ただし、⾮常災

る届出をした
該事項の変更
を市町村に届
項の規定によ

る移動等円滑
係る⾏為に関
る。 
の規定による
る。 
項の規定に

なくて同項の措
べきことを勧告

理者は、移動
合は、当該⾏

バリアフリー化
れています。
内容を変更

動等の円滑

滑化促進⽅針
路の新設その
るものとして政
⼿する⽇の三
法、着⼿予
災害のため必

た者は、その届
更に係る⾏

届け出なけれ
よる届出があ
滑化の促進
関し旅客施

る要請を受け

よる通知があ
措置を実施
告することがで
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動等円滑化促
⾏為に着⼿す

化を図る上で

更する等の要

滑化の促進に

針において定
の他の⾏為で
政令で定め
三⼗⽇前ま

予定⽇その他
必要な応急

届出に係る
⾏為に着⼿す
ればならない
あった場合に

進を図る上で
施設⼜は道路

けた者が当該

があった場合に
施していないと
ができる。 

（３）移動

促進地区の
する30⽇前

で⽀障がある

要請を⾏うこ

に関する法律

定められた移
であって当該

めるものをしよ
でに、主務省

他主務省令
急措置として⾏

る事項のうち主
する⽇の三⼗
。 

において、その
⽀障があると

路の構造の変

該要請に応

において、第
と認めるときは

動等円滑化促

の区域におい
前までに市町

ると認めると

とができ、施

律 第⼆⼗四

移動等円滑化
該区域におけ
ようとする公共
省令で定める
で定める事項
⾏う⾏為につ

主務省令で
⼗⽇前までに

の届出に係る
と認めるとき
変更その他の

応じないときは

第三項の規定
は、当該要請

促進地区の位置

いて、旅客施
町村に届出が

ときは、⾏為の

施設間の連携

四条の六≫ 

化促進地区
ける移動等
共交通事業
るところにより
項を市町村
ついては、この

で定める事項
に、主務省令

る⾏為が移
きは、その届出
の必要な措

は、その旨を

定による要請
請を受けた者

置及び区域

施設と道路の
が必要となり

の変更等の

携を図ること

区の区域に
等円滑化の
業者等⼜は

り、⾏為の
村に届け出
の限りでは

項を変更し
令で定める

動等円滑
出をした者

措置の実施

主務⼤⾂

請を受けた
者に対し、

の
り

の

と



 

 
 

本市にお
 

位

地区 1
市役所

地区 2
宇部駅

 
※旅客施設

に限られ
 
 

 

２）届出
おいて届出制

位置 

1 
所周辺 

宇

琴

2 
駅周辺 

宇

設は⽣活関
れる。 

出制度の
制度の対象と

旅客施設 

宇部新川駅 

琴芝駅 

宇部駅 

関連旅客施設

 

の対象の指
とする旅客施

▼届

市道 宇
市道 松

市道 琴
市道 琴

市道 宇

設に限られる

指定 
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施設及び道路

届出制度の対
道路

宇部新川恩
松島町 2 号

琴芝町線 
琴芝通り南京

宇部駅洗川線

る。また、道

路は以下の

対象 

⽥線 
号線 

京納川津線

線 

道路は⽣活関

のとおりとします

届

駅前広場
連続性確

鉄道駅施

駅前広場
連続性確

関連経路であ

す。 

届出の範囲 

場（ロータリー
確保 

施設との連続性

場（ロータリー
確保 

ある道路法

）との 

性確保

）との 

法による道路路



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

▼

 

市道

 

▼地区 1 市役

▼地区 1 市

▼地区 2 宇

道 琴芝通り南京納
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役所周辺（

 
市役所周辺

宇部駅周辺

市道 琴

納川津線

市

市道 宇

市道

宇部新川駅

（琴芝駅）

（宇部駅）

琴芝町線

市道 宇部新川恩

宇部駅洗川線

道 松島町 2 号線

駅） 

 

 

⽥線

線

凡例 

   旅客施設

   道路 

   届出の範囲囲 
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《参考：具体的な届出を要する対象の範囲》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「移動等円滑化促進⽅針・バリアフリー基本構想作成に関するガイドライン」（H31.3 国⼟交通省 総合政策局 安⼼⽣活政策課） 
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第 6 章 移動等円滑化に関する情報の収集 

 



 

  
 

各施設に
するために必

そのため
公共交通事
必要となる

また、路
利⽤するた

提供する
個所などの
 
 
 
 

市は各施
情報の⼀元
 なお、各施
 
 
 
 
 
 
≪参考：⾼
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１）施設

2）情報

（市町村
第⼆⼗四
が⾏う移
村は、当
整理及び
（施設設
第⼆⼗四
び提供を
施設及び
2 路外駐
及び提供
特定路外
市町村に

におけるバリ
必要な情報
、バリアフリー
事業者等及
情報を市町
外駐⾞場管

ために必要とな
る事項は、⾼

の情報です。 

施設設置管
元化を進めて
施設設置管

⾼齢者、障害者

設設置管

報の整理

村による情報
四条の七 第

移動等円滑化
該移動等円

び提供を⾏う
設置管理者
四条の⼋ 公
を⾏う市町村
び特定道路を
駐⾞場管理

供を⾏う市町
外駐⾞場、特
に提供するよ

アフリー設備
報となります。
ー法において
及び道路管理
町村に提供す
管理者等、公
なる情報につ

⾼齢者や障

管理者から報
ていきます。 

管理者は、当

者等の移動等

管理者か

理及び提供

報の収集、整
第⼆⼗四条
化に関する情
円滑化促進
うものとする。

者による市町村
公共交通事

村の求めがあっ
を利⽤するた
理者等、公園
町村の求めが
特定公園施

よう努めなけれ

備の有無及び
 

ては、マスター
理者は、⾼
することが義務
公園管理者
ついて、市町
害者等に配

報告された情

当該年度の末

等の円滑化の

らの情報

供 

整理及び提供
条の⼆第四項
情報の収集

進⽅針に基づ
 

村に対する情
事業者等及び

ったときは、主
ために必要とな
園管理者等
があったときは
施設及び特別
ればならない
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び設置個所

ープランに市
齢者、障害
務付けられて

者等及び建築
町村への情報
配慮したエレ

情報を整理し

末⽇までに市

の促進に関す

報提供

供） 
項の規定によ
、整理及び

づき移動等円

情報の提供
び道路管理者
主務省令で定
なる情報を当

等及び建築主
は、主務省令
別特定建築

い。 

所等は、⾼齢

町村が⾏う
害者等が旅客
ています。 
築主等にお
報提供が努⼒
ベーターの設

し、ホームペー

市への報告を

する法律 第

より移動等円
び提供に関す
円滑化に関す

供） 
者は、前条の
定めるところ
当該市町村
主等は、前条
令で定めると
築物を利⽤す

齢者、障害者

情報提供に
客施設及び

いては、⾼齢
⼒義務となり

設置や便所

ージ等に公開

をお願いしま

第⼆⼗四条の七

円滑化促進
する事項が定
する事項につ

の規定により
により、⾼齢
に提供しなけ

条の規定によ
ところにより、
するために必

者等が当該施

について明記
び道路を利⽤

齢者、障害者
ります。 
、駐⾞施設

開することで

ます。 

の七・第⼆⼗四

進⽅針におい
定められたとき
ついての情報

り情報の収集
齢者、障害者
ければならな
より情報の収
⾼齢者、障

必要となる情

施設を利⽤

記した場合、
⽤するために

者が施設を

設、その設置

でバリアフリー

四条の⼋≫

いて市町村
きは、市町
報の収集、

集、整理及
者等が旅客
ない。 
収集、整理
障害者等が
情報を当該

に

を

置

ー
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第 7 章 バリアフリーの推進に向けて 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 

⾼齢者、
だけではなく
重要です。

そのため
⾏政がそれ
 
 

①市⺠
多機

ついて
市⺠

醸成し
 

【取
◆

◆

 
 

②事業
公共

や職場
利⽤者

 
【取

◆

◆

 
 
 

１）⼼の
、障害者、外
く、市⺠⼀⼈
 
には、地域で

れぞれの⽴場

⺠による⼼の
機能トイレの
も思いやりの

⺠⼀⼈ひとり
していくため、

取り組み内容
◆障害者理解

⾃分にでき
◆駅やバス停

することはあ

業者による
共交通施設
場などの事業
者の⽴場に⽴

取り組み内容
◆障害や認知

への啓発に
◆点字や多⾔

が利⽤しや

のバリアフ
外国⼈等が
⼈ひとりが⼼

での取り組み
場で協⼒して

のバリアフリ
の利⽤マナー
のある⾏動が
りが⾼齢者や
「⾃分ができ

容】 
解講座やふ

きる⽀援を⾏
停、ショッピン
ありますか」と

る⼼のバリア
設での⾼齢者
業者による⾼
⽴った⼼のバ

容】 
知症について
に活かします
⾔語メニュー

やすいサービス

 

フリーの取
安⼼して⽇
のバリアを取

みや学校等
て取り組むこと

ー 
ーや⾃動⾞
が必要です。
や障害者、外
きること」を考

ふれあい活動
⾏います。 
グセンターな

と声をかけます

アフリー 
者、障害者、
⾼齢者、障害
バリアフリーに

ての知識や接
す。 
ーの作成、筆
スの提供に努

り組み
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常⽣活や社
取り除き、お互

における福祉
とが⼤切です

・⾃転⾞の運
 

外国⼈等の⽴
考え、⾏動で

動への参加、

などで、⽀援を
す。 

、外国⼈等
害者、外国⼈
に向けた意識

接遇の配慮

筆談、⼿話で
努めます。

社会⽣活を⾏
互いに理解を

祉教育を充
す。 

運転マナー、

⽴場に⽴った
できるような取

⼿話・点字

を必要として

への配慮あ
⼈等への配慮

識を醸成する

慮を学ぶことに

でのコミュニケ

⾏うためには
を深め⽀えあ

充実する必要

、障害者⽤

た⼼のバリア
取り組みを推

字等の養成講

ている⼈がい

る対応や介
慮など、社員
ための取り組

により、職場

ケーションなど

は、施設整備
あう「⼼のバリ

要があり、市⺠

⽤駐⾞施設の

アフリーに向け
推進します。 

講座に参加す

いたら、「何か

介助の充実、
員・職員教育
組みを推進し

場における接遇

ど障害者、外

備（ハード⾯
リアフリー」が

⺠、事業者

の利⽤等に

けて、意識を

するなど、

お⼿伝い

また、店舗
育をはじめ、
します。 

遇や周囲

外国⼈等

⾯）
が

者、

に 

を

舗
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③⾏政による⼼のバリアフリー 
市⺠⼀⼈ひとりがバリアフリーへの理解を深め、お互いが相⼿を理解し、尊重することができる 

「⼼のバリアフリー」を推進するため、市広報紙や市ホームページ等を通じて、⾼齢者や障害者に 
対する知識や理解を促すなど、広報・啓発活動を⾏います。また、移動等円滑化のための事業に
対する⽀援措置の充実を図ります。 

児童、⽣徒等にバリアフリーの必要性やバリアフリーの⼼を育てる教育の推進を⾏うなど、広く  
市⺠に⼼のバリアフリーの意識を醸成するための取り組みを推進します。 

 
【取り組み内容】 

◆市の広報紙やホームページをはじめ、テレビや新聞など各種メディアを活⽤して配慮の取り
組みを紹介するなど、共⽣社会のまちづくりに向け広報活動を展開します。 

◆点字メニューの作成や⼿話通訳の設置費⽤など、コミュニケーション⽀援に要する費⽤を
助成します。 

◆保育所、幼稚園、⼩・中学校、⾼等学校、および⾼等教育機関での講演やふれあい 
活動を実施し、若い世代に対する障害者理解を推進します。 

◆「情報バリアフリー化の⼿引き」に基づき、⾼齢者、障害者への情報保障に取り組むととも
に、窓⼝業務、会議、イベント等においても、障害の特性に応じた適切なコミュニケー  
ション⽀援を実施します。 

◆「登録バリアフリー施設」「コミュニケーションボード」「ヘルプカード」「ヘルプマーク」等の活⽤
を奨励します。 

◆市の広報など⾏政情報の多⾔語化に取り組むとともに、外国⼈向けの相談窓⼝を設置
します。 

◆公共交通事業者を対象としたバリアフリー研修を実施します。 
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第 8 章 移動等円滑化促進⽅針（マスタープラン）の 
評価・⾒直し 

 

 
 
  



 

 
 

本マスタ
ついては、毎

また、５
におけるバリ
 

評価・⾒
マスタープラ
し、必要に
継続的に改
 

具体的に
毎年度、移
状況等を「
評価等を⾏
 
 なお、移動
移⾏し、具
 
 
 
 
 
 
 
 

１）マス
タープランが⽰
毎年度、調査
年間の計画
リアフリー化を

⾒直しについ
ランの作成
応じて⾒直

改善するスパ

には、庁内
移動等円滑
宇部市公共

⾏い、⾒直し

動等円滑化
具体的なバリ

スタープラ
⽰す移動等
査及び評価

画期間中であ
を持続可能

ては、「宇部
（Plan）後
直す（Actio
パイラルアップ

関係課等で
滑化促進地区
共交通協議
しの必要があ

化促進地区
アフリー事業

ンの評価
等円滑化促

価を⾏います。
あっても必要
な取り組みと

部市公共交通
後のバリアフリ
on）といった
プのサイクルを

で構成してい
区のバリアフ

議会（移動等
あると判断され

区において、事
業を進めてい

価・⾒直し
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促進地区に
。 

要があると認
として継続し

通協議会
ー化の実施

たＰＤＣＡサ
を構築します

いる「宇部市
リー化に関す
等円滑化促
れた場合は、

事業化の⽬
きます。 

し
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１ 「宇部市バリアフリー化マスタープラン」の策定経過 

 

 2019 年(平成 31 年) 

     3 ⽉ 22 ⽇ 

     3 ⽉ 25 ⽇ 

 

2019 年(令和元年) 

    6 ⽉ 23 ⽇ 

    6 ⽉ 30 ⽇ 

    8 ⽉ 26 ⽇ 

    9 ⽉ 19 ⽇ 

   11 ⽉ 20 ⽇〜 

    12 ⽉ 6 ⽇ 

 

2020 年(令和 2 年) 

    1 ⽉ 21 ⽇ 

    1 ⽉ 28 ⽇ 

 

宇部市バリアフリー化推進連絡協議会  

宇部市公共交通協議会（移動等円滑化促進⽅針関係）  

 

 

まち歩き点検及びワークショップ（宇部駅周辺） 

まち歩き点検及びワークショップ(市役所周辺) 

宇部市バリアフリー化推進連絡協議会 

宇部市公共交通協議会（移動等円滑化促進⽅針関係） 

パブリックコメントの実施 

  

 

 

宇部市バリアフリー化推進連絡協議会 

宇部市公共交通協議会（移動等円滑化促進⽅針関係） 

  

 

 

 

 
 
 



２ 宇部市公共交通協議会設置要綱 
（⽬的） 
第１条 宇部市公共交通協議会（以下「協議会」という。）は、次に掲げる事項を協議するために 

設置する。 
(1) 地域公共交通の活性化及び再⽣に関する法律（平成１９年法律第５９号。以下「法」と  

いう。）第６条 第１項の規定に基づく、地域公共交通網形成計画（以下「形成計画」という。）
の策定及び実施。 

(2) 道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）の規定に基づく、地域における需要に応じた住
⺠の⽣活に必要なバス等の旅客輸送の確保その他旅客の利便の増進を図り、地域の実情に即した 
輸送サービスの実現。 

(3) ⾼齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（平成１８年法律第９１号）第
２４条の２の規定に基づく、宇部市移動等円滑化促進⽅針（以下「バリアフリー化マスタープラン」
という。）の策定。  

 
（事務所）  
第２条 協議会は、事務所を宇部市常盤町⼀丁⽬７番１号宇部市役所内に置く。  
 
（事業） 
第３条 協議会は、第１条の⽬的を達成するため、次の業務を⾏う。 
(1) 形成計画の策定及び変更の協議に関すること。 
(2) 形成計画及び形成計画に位置づけられた事業の実施に関すること。 
(3) 形成計画の達成状況の評価に関すること。 
(4) 地域の実情に応じた適切な旅客⾃動⾞運送事業の態様並びに旅客の運賃及び料⾦に関する

協議に関すること。 
(5) 法第７８条第２号の⾃家⽤有償旅客運送を市が⾏うことの必要性及び旅客から収受する 対

価に関する協議に関すること。 
(6) 市の地域交通施策の推進に関すること。 
(7) バリアフリー化マスタープランに関すること。 
(8) 前７号に掲げるもののほか、当協議会の⽬的を達成するために必要なこと。 
 
（組織） 
第４条 協議会は、会⻑、副会⻑及び委員をもって組織する。 
 



（会⻑及び副会⻑） 
第５条 会⻑及び副会⻑は、次条第１項の規定に基づき、委員となるべき者の中から、これを選任す

る。 
２ 会⻑は、協議会を代表し、その会務を総理する。 
３ 副会⻑は、会⻑を補佐して協議会の業務を掌理し、会⻑に事故があるとき⼜は会⻑が⽋けたとき

は、会⻑の職務を代理する。この場合、副会⻑が複数いるときは、会⻑があらかじめ指名した順序で、
その職務を代理する。 

 

（協議会の委員） 

第６条 委員は、別表に掲げる者（法⼈⼜は団体にあっては、当該法⼈⼜は団体の⻑が指定する者）
をもって充てる。  

 
（委員の任期）  
第７条 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が⽋けた場合における補⽋委員の任期は、前任者

の残任期間とする。  
２ 委員は再任されることができる。  
 
（運営） 
第８条 協議会の会議（以下｢会議｣という。）は、会⻑が招集し、会⻑が議⻑となる。 
２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができない。  
３ 委員は、やむを得ない理由により会議を⽋席する場合、代理の者を出席させることができることとし、

あらかじめ会⻑に代理の者の⽒名等を報告することにより、その代理の者の出席をもって当該委員の
出席とみなす。  

４ 会議の議決は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときに、議⻑の決するところによる。  
５ 協議事項の内容により、会議の開催に代え⽂書による協議を⾏うことができる。  
６ 会議は、原則として公開とする。ただし、会議を公開することにより公正かつ円滑な議事運営に⽀障

が⽣じると認められる協議については、⾮公開で⾏うものとする。  
７ 会⻑は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対して、資料を提出させ、⼜は会議への出席

を依頼し、助⾔等を求めることができる。  
８ 前各項に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会⻑が別に定める。  

 
 
 



(協議結果の尊重義務) 
第９条 協議会で協議が整った事項については、協議会の構成員はその協議結果を尊重しなければ

ならない。 
 
（幹事会） 
第１０条 協議会に提案する事項について、協議⼜は調整をするため、必要に応じ協議会に幹事会

を置くことができる。 
２ 幹事会の組織、運営その他必要な事項は、会⻑が別に定める。 
 
(分科会) 
第１１条 第３条各号に掲げる事項について専⾨的な調査、検討を⾏うため、必要に応じ協議会に

分科会を置くことができる。 
２ 分科会の組織、運営その他必要な事項は、会⻑が別に定める。 

 

（事務局） 
第１２条 協議会の業務を処理するため、協議会に事務局を置く。 
２ 事務局は、宇部市総合戦略局共⽣社会ホストタウン推進グループに置く。ただし、第３条第７号

に関する業務については、宇部市健康福祉部障害福祉課が所掌する。 
３ 事務局に事務局⻑、事務局員を置き、会⻑が定めた者をもって充てる。 
４ 事務局に関し必要な事項は、会⻑が別に定める。 
 
（経費の負担） 
第１３条 協議会の運営に要する経費は、負担⾦、補助⾦その他の収⼊をもって充てる。  
 
（監査） 
第１４条 協議会に監査委員を２名置く。 
２ 協議会の出納監査は、監査委員によって⾏う。 
３ 監査委員は、監査の結果を会⻑に報告しなければならない。 
 
（財務に関する事項） 
第１５条 協議会の予算編成、現⾦の出納その他財務に関し必要な事項は、会⻑が別に定める。 

 
 



（協議会が解散した場合の措置） 
第１６条 協議会が解散した場合には、協議会の収⽀は、解散の⽇をもって打ち切り、会⻑であった

者がこれを決算する。 
 
（その他） 
第１７条 この規約に定めるもののほか、協議会の事務の運営上必要な細則は、会⻑が別に定める。 
 
附則 
１ この規約は、平成２７年３⽉１１⽇から施⾏する。 
２ 協議会設⽴時の委員の任期は、第７条第１項の規定にかかわらず、平成２９年３⽉３１⽇ま

でとする。  
附則  
１ この要綱は、平成３０年４⽉１⽇から施⾏する。  
附則  
１ この要綱は、平成３１年１⽉１５⽇から施⾏する。  
附則  
１ この要綱は、平成３１年４⽉１⽇から施⾏する。  
附則 
１ この要綱は、令和元年６⽉１３⽇から施⾏する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



別表（第６条関係） 
 

第３条第１号、２号、３号、６号、８号に関する事項 
学識経験者 
関係バス事業者代表⼜はその指名する者 
宇部地区タクシー協会代表⼜はその指名する者 
鉄道事業者代表⼜はその指名する者 
中国運輸局⼭⼝運輸⽀局⾸席企画専⾨官⼜はその指名する者 
⼭⼝河川国道事務所宇部国道維持出張所⻑⼜はその指名する者 
宇部⼟⽊建築事務所⻑⼜はその指名する者 
宇部警察署⻑⼜はその指名する者 
宇部交通労働組合代表⼜はその指名する者 

⼭⼝県交通政策課⻑⼜はその指名する者 
住⺠⼜は利⽤者の代表 
⾃治会推薦者 
宇部市⻑⼜はその指名する者 
 
第３条第４号、５号に関する事項 
学識経験者 
関係バス事業者代表⼜はその指名する者 
宇部地区タクシー協会代表⼜はその指名する者 
中国運輸局⼭⼝運輸⽀局⾸席企画専⾨官⼜はその指名する者 
宇部交通労働組合代表⼜はその指名する者 
住⺠⼜は利⽤者の代表 

宇部市⻑⼜はその指名する者 
  



第３条第７号に関する事項 
学識経験者 
関係バス事業者代表⼜はその指名する者 
宇部地区タクシー協会代表⼜はその指名する者 
鉄道事業者代表⼜はその指名する者 
中国運輸局⼭⼝運輸⽀局⾸席企画専⾨官⼜はその指名する者 
⼭⼝河川国道事務所宇部国道維持出張所⻑⼜はその指名する者 
宇部⼟⽊建築事務所⻑⼜はその指名する者 
宇部警察署⻑⼜はその指名する者 
⾃治会推薦者 
宇部観光コンベンション協会代表⼜はその指名する者 
医療機関代表⼜はその指名する者 
⾼齢者団体代表⼜はその指名する者 
障害者団体代表⼜はその指名する者 
⼦育て関係団体代表⼜はその指名する者 
宇部商⼯会議所代表⼜はその指名する者 
宇部旅館ホテル⽣活衛⽣同業組合代表⼜はその指名する者 
宇部市社会福祉協議会代表⼜はその指名する者 
市の関係部局の⻑⼜はその指名する者 
 

  



３ 宇部市公共交通協議会（移動等円滑化促進関係）委員 
 

区   分 所     属 

学識経験者 
山口大学 大学院創成科学研究科  

山口大学 大学院創成科学研究科  

交通事業者 

宇部市交通局  

宇部地区タクシー協会  

西日本旅客鉄道㈱山口支社  

国土交通省 中国運輸局山口運輸支局  

道路管理者 
中国地方整備局 宇部国道維持出張所 

山口県宇部土木建築事務所  

公安委員会 山口県宇部警察署  

自治会関係者 宇部市自治会連合会 

観光事業者 （一社）宇部観光コンベンション協会 

医療機関関係者 宇部市医師会 

高齢者団体 宇部市老人クラブ連合会  

障害者団体 

宇部市身体障害者団体連合会 

在宅障害児・者と家族を支援する会 

特定非営利活動法人むつみ会 

宇部市障害者ケア協議会 スポーツ部会 

子育て関係団体 宇部市 PTA 連合会  

宇部商工会議所 宇部商工会議所 

宇部旅館ホテル生活衛生 

同業組合 
宇部旅館ホテル生活衛生同業組合 

宇部市社会福祉協議会 宇部市社会福祉協議会 

市機関 

宇部市総合戦略局 

宇部市観光・シティプロモーション推進部 

宇部市都市整備部 

宇部市健康福祉部 

 
 
 
 

  



４ 宇部市バリアフリー化推進連絡協議会設置要綱 
（設置） 
第１条 本市において、⾼齢者、障害者等が社会⽣活を営む上での障壁を除去 
していくこと（以下「バリアフリー化」という。）の推進のため、宇部市バリアフリー化推進連絡協議会

（以下「協議会」という。）を設置する。 
 
（所掌事務） 
第２条 協議会は、次に掲げる事務を所掌する。 
（１）バリアフリー化の推進に係る体制の研究に関すること。 
（２）バリアフリー化の推進に係る現状、ニーズ等の把握に関すること。 
（３）バリアフリー化の推進に係る普及及び啓発に関すること。 
（４）その他バリアフリー化の推進について必要な事項に関すること。 
 
（組織） 
第３条 協議会は、別表に掲げる職にある者で組織する。 
２ 専⾨的分野から事務の調査検討等を⾏うため、協議会に部会を置くことができる。 
 
（会⻑及び副会⻑） 
第４条 協議会には、会⻑及び副会⻑を置く。 
２ 会⻑は、健康福祉部参事をもって充て、協議会の事務を総括する。 
３ 副会⻑は、健康福祉部障害福祉課⻑をもって充て、会⻑を補佐する。 
 
（会議） 
第５条 協議会の会議は、会⻑が召集し、その議⻑となる。 
２ 会⻑は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者に出席を求め、説明⼜は意⾒を聞くこと

ができる。 
 
（庶務） 
第６条 協議会の庶務は、健康福祉部障害福祉課において処理する。 
 
 
（その他） 
第７条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は会⻑が定める。 



  
附則 
この要綱は、平成１５年１１⽉１９⽇から施⾏する。 
附則 
この要綱は、平成１９年２⽉１⽇から施⾏する。 
附則 
この要綱は、平成２３年４⽉１⽇から施⾏する。 
附則 
この要綱は、平成２４年９⽉１⽇から施⾏する。 
附則 
この要綱は、平成２５年４⽉１⽇から施⾏する。 
附則 
この要綱は、平成２６年４⽉１⽇から施⾏する。 
附則 
この要綱は、平成３０年４⽉１⽇から施⾏する。 
附則 
この要綱は、平成３１年４⽉１⽇から施⾏する。 

  



別表 
 
宇部市バリアフリー化推進連絡協議会 
 職     名 

会  ⻑ 健 康 福 祉 部 参 事
副 会 ⻑ 障 害 福 祉 課 ⻑
委  員 総 務 管 理 課 ⻑

〃 共 ⽣ 社 会 ホ ス ト タ ウ ン
推 進 グ ル ー プ リ ー ダ ー

〃 広 報 広 聴 課 ⻑
〃 ⾼ 齢 者 総 合 ⽀ 援 課 ⻑
〃 道 路 整 備 課 ⻑
〃 都 市 計 画 ・ 住 宅 課 ⻑
〃 建 築 指 導 課 ⻑
〃 営 繕 課 ⻑
〃 公 園 緑 地 課 ⻑
〃 と き わ 公 園 課 ⻑
〃 教 育 委 員 会 施 設 課 ⻑
〃 教 育 委 員 会 教 育 ⽀ 援 課 ⻑
〃 交 通 局 交 通 事 業 課 ⻑
〃 観 光 ・ グ ロ ー バ ル 推 進 課 ⻑
〃 ⽂ 化 ・ ス ポ ー ツ 振 興 課 ⻑
〃 市 ⺠ 活 動 課 ⻑
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（２）まち歩き点検及びワークショップの意⾒ 
 

宇部駅周辺と市役所周辺で実施した、まち歩き点検及びワークショップでの意⾒を整理し、以下のと
おり取りまとめました。 
 

①施設 

・旅客施設および⽣活関連施設におけるバリアフリー化を推進する 
（特に、⾝体障害者⽤トイレ・多⽬的トイレの整備やその案内表⽰など） 

・旅客施設と⽣活関連経路との結節点にあたる駅前広場のバリアフリー化を推進する 
（段差や急勾配の解消、バス停・タクシー乗り場までの視覚障害者⽤誘導ブロック等の設置   

など） 

・既存の点字表⽰やスロープ・視覚障害者⽤誘導ブロック等は、利⽤者⽬線による利便性向上を
図る 

 
 

②道路 

・幅員の広い道路は、歩道も整備され、視覚障害者⽤誘導ブロックの敷設やベンチ等の設置が 
⽐較的進んでいるので、引き続き維持管理と併せてバリアフリー化等を推進する 

・幅員の狭い道路については、⾞道外側線を設けるなど⾞道と歩道とを分離する 

・側溝や⽔路には安全のため防護柵や蓋を設置するとともに、グレーチングの網⽬やマンホールの 
蓋のくぼみについては、⽳の⼤きさにも配慮する 

（⽔路側に沿った道路の傾斜も⾞椅⼦利⽤者には障害になる場合もあり） 

・⽼朽化による道路のデコボコや路⾯表⽰の摩耗は、維持管理とあわせて改修する 

・電柱や道路標識など歩道上の障害物については安全対策を推進する 

・交差点における滞留スペースの確保、点字表⽰や⾳響信号機の設置を推進する 

・踏切についてもバリアフリー化を推進する 
 
 

③⼼のバリアフリー 

・困っている⽅がいたら進んで声かけをする 

・⾃動⾞や⾃転⾞を運転するときは歩⾏者への配慮をする 

・通路に妨げになるものをおかない（駐輪や植⽊等の⼿⼊れ、ごみを拾うなど） 
・福祉学習を推進する 

  



６ 「宇部市バリアフリー化マスタープラン（案）」パブリックコメントの実施結果 
 
１ 実施概要 
（１）意⾒募集期間：令和元年１１⽉２０⽇（⽔）〜 令和元年１２⽉６⽇（⾦） 
（２）意 ⾒ 提 出 者：  ８⼈ 
（３）意 ⾒ 件 数：２４件 
 
 
２ プラン（案）に関するご意⾒（２４件） 

項 ⽬ 件 数 

計画全体に関すること   ０件 
第１章 プラン策定にあたって   １件 
第２章 移動等円滑化促進地区の概況 １１件 
第３章 移動等円滑化の基本的な考え⽅   ０件 
第４章 移動等円滑化促進地区の区域 

及び⽣活関連施設、⽣活関連経路   ９件 

第５章 届出制度   １件 
第６章 バリアフリーの推進に向けて   １件 
第７章 移動等円滑化促進⽅針 

（マスタープラン）の評価・⾒直し   １件 

合 計 ２４件 
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